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職務経歴書 

候補人材：SM 

2026 年 2 月 3 日現在 

職務要約 

日東化学工業株式会社中央研究所にて 13 年間、電荷移動錯体および導電性ポリマーの研究開発に従

事し、電子材料に関係する製品を上市した。三菱レイヨン株式会社との経営統合後は、研究開発統

括部および事業企画開発部にて 6 年間、研究テーマのゲート管理および事業化支援を担当し、2 件

の事業開発テーマを事業部へ移管した。その後、機能化学品事業部にて当該事業のマーケティング

および営業を担当し、同事業を事業部の「三本目の柱」として育成した。さらに内部統制推進部に

て、海外グループ会社を対象とした内部統制整備を担当した。2016 年に東洋合成工業株式会社へ転

職し、事業開発室長として研究テーマのゲート管理システムを構築、研究開発および事業開発を支

援した。2021 年に同社を退職後、個人コンサルティング会社を設立し、現在は技術コンサルタント

として活動している。 

職務経歴 

1986年 4月～1998年 9月 日東化学工業株式会社（三菱レイヨン㈱グループ会社） 

事業内容：化学品の製造販売 ／ 売上高：約 600 億円 ／ 従業員数：約 400 人 ／ 上場：東

証一部上場 ※1997 年時点 ／ 正社員として勤務 

中央研究所 ／ 有機合成研究開発グループ（主任研究員） 1986年 04月～1998年 05月 

【業務内容】 

• 電荷移動錯体の合成研究及び用途開発（主に半導体・電子部品分野） 

• 水溶性導電性ポリマーの合成研究及び用途開発（主に半導体・電子部品分野） 

• スケールアップ及び工場移管に関する研究 

• 製造委託先（グループ会社）での QC 体制の構築 

• 電子材料分野のマーケティング 

※研究所主体にマーケティング実施、本社所管部署は企画開発部。 

【実績】 

• 特許出願件数：国内外出願約 60 件 

• 学会賞：成型加工学会「青木固」技術賞 

• 主な投稿論文：スルホン化ポリアニリンの合成と応用、電荷輸送特性、導電性高分子複合化技術

（Synthetic Metals、成形加工 等） 

事業部移管の製品 
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製品 用途 

aquaSAVE 電子線リソグラフィ用帯電防止 … 半導体マスク製造時の位置ずれ防止 

aquaPASS フィルム用帯電防止 … 昇華転写プリンター用インクリボン、保護フィルム等／電解

コンデンサの固体電解質 … アルミ及びタンタル電解コンデンサ等 

 

企画開発部（担当課長） 1998年 06月～1998年 09月 

【業務内容】 

• 電子材料分野のマーケティング 

【実績】 

• 上記『事業移管製品』と同じ。 

1998年 10月～2016年 5月 三菱レイヨン株式会社（日東化学工業㈱を経営統合） 

事業内容：ＭＭＡ系モノマー及びポリマー、炭素繊維、アクリル繊維等の製造販売 ／ 売上高：

4,569 億円 ／ 従業員数：9,451 人 ／ 上場：東証一部上場 ※2015 年時点 ／ 正社員として

勤務 

技術部門 ／ 技術開発統括部（担当課長） 1998年 10月～2002年 03月 

【業務内容】 

• 研究テーマのゲート管理 

• 研究テーマの事業化支援：原料調達、工場移管、委製造委託先の調査と管理、マーケティング、

QC 及び TS 体制構築、官公庁への登録等 

【実績】 

担当した主な研究テーマ（★印は事業部移管した研究テーマ） 

• ★水溶性導電性ポリマー 

• ★ArF レジスト用ポリマー 

• 電池及びコンデンサの固体電解質 

• ハイドレートインヒビター 

• 有機 EL の電子及ぶホール輸送材料 

• 出願指導した特許出願 100 件以上 

• 投稿論文：ArF レジスト用ポリマーの開発（電子材料誌, 2002 年） 

事業企画開発室（担当課長／担当部長） 2002年 04月～2005年 03月 

【業務内容】 

• ArF レジスト用ポリマーの事業化 

• 事業オペレーション 販売系 … 原料購入、製造委託先管理、マーケティング・営業、TS、QC

等／管理系 … 予算管理、販売管理、生産管理、官公庁への登録、輸出管理令対応等 
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【実績】 

• 機能化学品事業部への事業移管（※本事業移管と同時に事業部へ異動） 

機能化学品事業部 ／ 機能化学品第二部・機能化学品部（担当部長、グループリーダー） 2005年

04月～2014年 03月 

【業務内容】 

• 水溶性導電性ポリマー（aquaSAVE™、aquaPASS™）の営業担当 

• ArF レジスト用ポリマー（リソマックス™）の営業担当 

【実績】 

• 両事業の規模を拡大し、機能化学品部の【三本目の柱】として育て上げた 

• aquaSAVE™ … 大手半導体、マスクメーカー大手への採用 

• aquaPASS™ … 大手昇華転写インクリボン、コンデンサ、保護フィルムメーカーへの採用 

• リソマックス™ … 大手電子材料メーカーへの採用 

内部統制推進部 ／ 海外内部統制グループ（担当部長、グループリーダー） 2014年 04月～2016

年 5月 

【業務内容】 

• 海外グループ会社の内部統制整備（コンプライアンス教育、リスク管理体制の構築、業務プロセ

スのモニタリングと整備） 

【実績】 

• 海外グループ会社約 50 社の内部統制状況を調査し、コーポレート・ガバナンス整備 

2016年 6月～2021年 6月 東洋合成工業株式会社 

事業内容：電子材料向け超高純度化学品の製造・販売 ／ 売上高：271 億円 ／ 従業員数：728

人 ／ 上場：JASDAQ ※2021 年時点 ／ 正社員・顧問として勤務 

事業企画室（執行役員） 2016年 06月～2020年 06月 

【業務内容】 

• 研究開発テーマのゲート管理システムの構築とその運用 

• 研究開発テーマの事業化支援（インキュベーション・マーケティング） 

• 感光材研究所の管理職および研究員の教育 

【実績】 

• 研究開発の管理・支援システム構築 

• 感光材研究所のプロパー研究所長の実現と育成 

技術系顧問 2020年 07月～2021年 06月 

【業務内容】 
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• 感光材研究所の管理と技術のフォロー 

【実績】 

• 新研究所長の補佐 

2021年 7月～現在 個人コンサルティング会社 

事業内容：電子材料の技術コンサルタント ／ 正社員として勤務 

技術部門 ／ 技術開発統括部（担当課長） 2021年 7月～現在 

【業務内容】 

• 国内電子材料の原材料メーカーおよび受託メーカーの技術指導・マーケティング支援 

• 海外原材料メーカーの探索と技術指導（国内顧客からの要請） 

【実績】 

• 国内 5 社の技術指導とマーケティング支援 

• 海外 5 社の技術支援 

学歴 

• 1984 年 3 月 立教大学・理学部化学科卒業 

• 1986 年 3 月 立教大学大学院・理学研究科・化学専攻・博士前期課程修了 

研究テーマ：『有機ケイ素化合物を用いた α－メチレン－γ－ラクトン構造を有するテルペン類の

立体選択的な合成』 

主な投稿論文：J. Chem. Soc., Bull. Chem. Soc. Jpn. 等に 3 報 

活かせる経験・知識・技術 

• 有機化合物（天然物）、導電性ポリマー（酸化的脱水素縮合）及びアクリル系ポリマーの合成技

術 

• フォト及び電子線リソグラフィ周辺技術に関する知見 

• 研究テーマのゲート管理、事業化支援 

• 電子材料分野のマーケティング、技術営業 

• QC、TS 体制の構築と整備・運営、トラブルシューティング対応 

主な資格 

• 1989 年 08 月 高圧ガス製造保安責任者甲種化学 

• 1987 年 12 月 水質関係 第１種 公害防止管理者 
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自己ＰＲ 

＜プロジェクトマネジメント＞ 

導電性ポリマー及び ArF レジスト用ポリマーの事業化において、プロジェクトリーダーとして部門

横断的に各種業務を遂行し、研究テーマの事業部移管を果たし、事業部においてこれら商品を存在

感のある事業規模に育て上げました。プロジェクト運営では、顧客からの要求内容を咀嚼し優先順

位を決め、研究所・工場サイドとの調整を図り、円滑に進める役割を果たしました。 

＜ノウハウとネットワーク＞ 

約 30 年の経験の中で、研究開発、事業企画、事業戦略、マーケティング・営業、工場運営、品質管

理、原料調達、生産委託先管理等のノウハウを蓄積してきました。また、この過程で半導体・マス

ク・電子部品メーカー、電子材料メーカー、原料・生産受託メーカー等との人的なネットワークを

構築し貴重な財産になっています。 

＜人材育成＞ 

新しい分野で新規事業を生み出し成長させるためには、人材を育てることも重要で、各部門の核と

なる人材育成に注力してきました。現在では、核となる人材のその部下世代が中堅として育ってお

り、私が内部統制推進部へ異動した後も安定的に事業運営されています。 


